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拡拡
大大
運運
動動
のの

協協
力力
者者
をを
増増

やや
しし
てて

山
本
委
員
長
が
「
秋
の
拡

大
月
間
を
成
功
さ
せ
よ
う
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
東

京
土
建
本
部
か
ら
来
賓
と
し

て
石
川
副
委
員
長
、
土
橋
常

任
中
執
、
吉
川
専
従
常
任
中

執
が
参
加
。
代
表
し
て
石
川

副
委
員
長
が
あ
い
さ
つ
を
行

い
、
「
拡
大
運
動
の
協
力
者

を
増
や
す
こ
と
に
も
取
り
組

も
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

森森
井井
じじ
ゅゅ
んん
ささ

んん
がが
消消
費費
税税
問問

題題
をを
講講
演演

「
消
費
税
自
体
を
廃
止
に

〜
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
以
前
の

大
問
題
〜
」
と
題
し
て
森
井

じ
ゅ
ん
（
公
認
会
計
士
・
税

理
士
・
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
州

公
認
会
計
士
）
さ
ん
が
講
演

し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
森
井
さ
ん
は

「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い

て
深
く
知
る
と
い
う
よ
り

も
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
元

で
あ
る
消
費
税
、
こ
れ
が
ど

れ
だ
け
お
か
し
い
か
と
い
う

こ
と
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
語
り
、
図

表
を
使
い
、
消
費
税
の
問
題

点
な
ど
を
解
説
し
ま
し
た
。

「
消
費
税
と
い
う
と
身
近

な
よ
う
で
遠
い
と
い
う
方
が

多
い
と
思
い
ま
す
が
、
消
費

税
は
今
ま
で
言
わ
れ
て
き

た
、
信
じ
込
ま
さ
れ
て
き
た

も
の
と
は
少
し
違
う
の
だ
と

い
う
視
点
」
が
必
要
だ
と
強

調
し
ま
し
た
（
講
演
内
容
は

10
月
号
に
掲
載
し
ま
す
）
。

仲仲
間間
にに
手手
をを

差差
しし
伸伸
べべ
るる

総総
訪訪
問問
行行
動動

穴
澤
書
記
次
長
・
組
織
部

長
が
秋
の
拡
大
月
間
の
取
り

組
み
の
方
針
を
提
案
し
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
多
く
の
仲

間
が
仕
事
・
暮
ら
し
に
影
響

が
出
て
い
ま
す
。
組
合
員
訪

問
行
動
を
位
置
づ
け
、
困
っ

て
い
る
仲
間
に
手
を
差
し
伸

べ
、
組
織
戦
を
本
格
化
し

「
全
群
参
加
で
多
く
の
仲
間

を
集
め
て
行
動
し
、
新
し
い

仲
間
の
輪
を
広
げ
よ
う
！
」

（
支
部
ス
ロ
ー
ガ
ン
）
と
提

案
。訪

問
グ
ッ
ズ
・
「
メ
リ
ッ

ト
袋
」
を
活
用
し
、
総
訪
問

行
動
を
す
す
め
、
仲
間
の
状

況
を
聞
き
取
り
、
改
め
て
組

合
の
メ
リ
ッ
ト
を
説
明
し
、

利
用
を
す
す
め
る
こ
と
。
知

人
友
人
な
ど
ま
わ
り
に
組
合

未
加
入
者
は
い
な
い
か
聞
き

取
り
を
す
す
め
、
全
分
会
目

標
達
成
め
ざ
し
て
拡
大
運
動

を
成
功
さ
せ
よ
う
と
訴
え
ま

し
た
。

9
月
4
日
、
板
橋
支
部
秋
の
活
動
者
会
議
を
志
村
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。
森
井
じ
ゅ

ん
（
公
認
会
計
士
・
税
理
士
・
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
州
公

認
会
計
士
）
さ
ん
の
講
演
、
拡
大
月
間
の
取
り
組
み
方

針
、
基
調
報
告
、
分
会
経
験
報
告
、
分
散
会
な
ど
が
行

わ
れ
、
支
部
役
員
・
分
会
か
ら
1
0
4
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

世世
話話
焼焼
きき
活活

動動
でで
群群
会会
議議

のの
充充
実実
をを

小
林
書
記
長
が
基
調
報
告

を
行
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

の
も
と
で
の
組
合
の
役
割
と

事
業
復
活
支
援
金
の
相
談
活

動
な
ど
を
報
告
。
ま
た
板
橋

区
と
の
交
渉
と
会
派
懇
談
、

首
都
圏
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
の

経
過
を
報
告
し
ま
し
た
。

組
織
の
基
本
と
な
る
群
会

議
に
つ
い
て
、
①
「
群
会
議

に
参
加
し
て
ね
」
、
②
「
何

か
困
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い

？
」
、
③
「
組
合
の
取
り
組

み
に
参
加
・
協
力
し
て
ね
」

と
声
を
か
け
、
「
世
話
焼
き

活
動
」
を
す
す
め
充
実
し
た

群
会
議
に
し
よ
う
と
訴
え
ま

し
た
。

氷氷
川川
・・
新新
赤赤

塚塚
分分
会会
かか
らら

活活
動動
報報
告告

氷
川
分
会
「
納
入
率
向
上

の
手
立
て
・
工
夫
」
に
つ
い

て
、
新
赤
塚
分
会
「
拡
大
訪

問
行
動
の
と
り
く
み
」
に
つ

い
て
分
会
活
動
報
告
を
し
ま

し
た
。

そ
の
後
、
6
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
わ
か
れ
分
散
会
を
行

い
、
講
演
や
拡
大
月
間
の
取

り
組
み
の
方
針
、
分
会
活
動

報
告
な
ど
に
つ
い
て
感
想
や

意
見
を
交
流
し
ま
し
た
。

9
月
25
日
に
行
わ
れ
る
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
「
ど
け
ん

ラ
リ
ー
」
と
火
災
共
済
推
進

運
動
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

追
川
厚
生
文
化
部
長
・
実
行

委
員
長
が
訴
え
、
ど
け
ん
ラ

リ
ー
お
誘
い
の
協
力
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。
次
い
で
広
島

で
行
わ
れ
た
原
水
爆
禁
止
世

界
大
会
へ
参
加
し
た
2
人
の

代
表
が
参
加
報
告
を
行
い
ま

し
た
（
2
面
参
照
）
。

討
論
の
ま
と
め
を
竹
腰
書

記
次
長
が
行
い
、
野
崎
副
委

員
長
の
音
頭
で
拡
大
月
間
成

功
・
組
織
強
化
へ
「
団
結
が

ん
ば
ろ
う
」で
意
志
統
一
し
、

閉
会
し
ま
し
た
。

値
上
げ
ラ
ッ

シ
ュ
が
止
ま

り
ま
せ
ん
。

食
品
だ
け
で

約
6
5
0
0

品
目
が
10
月

の
値
上
げ
を

予
定
▼
大
手
4
社
の
ビ
ー
ル

や
缶
酎
ハ
イ
な
ど
も
値
上

げ
。
ビ
ー
ル
類
の
店
頭
価
格

は
10
％
前
後
引
き
上
げ
ら
れ

ま
す
。
加
熱
式
た
ば
こ
も
値

上
げ
で
す
。
大
手
外
食
チ
ェ

ー
ン
も
値
上
げ
。
マ
ク
ド
ナ

ル
ド
は
3
月
に
続
き
2
回
目

の
値
上
げ
と
な
り
ハ
ン
バ
ー

ガ
ー
は
1
1
0
円
↓
1
3
0

円
↓
1
5
0
円
へ
▼
一
方
、

下
が
り
続
け
て
い
る
の
が
岸

田
内
閣
の
支
持
率
。
報
道
各

社
の
9
月
の
世
論
調
査
で
内

閣
支
持
率
が
急
落
し
ま
し

た
。
主
要
メ
デ
ィ
ア
の
ほ
と

ん
ど
で
、
不
支
持
率
が
上
回

っ
て
い
ま
す
。
共
同
通
信
の

調
査
で
は
内
閣
支
持
率
は
40

・
2
％
と
8
月
比
13
・
9
ポ

イ
ン
ト
減
▼
憲
法
違
反
の
安

倍
元
首
相
の
国
葬
、
反
社
会

的
カ
ル
ト
集
団
・
統
一
教
会

と
自
民
党
と
の
癒
着
、
物
価

高
騰
へ
の
無
策
な
ど
に
対
す

る
国
民
の
不
信
と
怒
り
の
表

れ
で
す
。
物
価
高
へ
の
対
応

を
「
評
価
し
な
い
」
も
70
・

5
％
に
上
り
ま
す
▼
7
月
の

参
院
選
で
有
権
者
の
関
心
が

最
も
高
か
っ
た
の
は
物
価
高

対
策
で
し
た
。
食
品
や
生
活

必
需
品
の
値
上
げ
が
相
次
い

で
家
計
を
圧
迫
し
て
い
ま

す
。
国
民
の
切
実
な
声
を
受

け
止
め
、
物
価
対
策
を
行
う

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

2022年秋拡大スローガン
目標
10
4
8
10
8
8
6
9
11
4
8
6
17
9
10
48
11
26
9

拡大スローガン
目標達成までガンバる
拡大行動は一喜一憂よ 助け合って達成しよう！
脱退のない拡大行動頑張ろう！
拡大は足出せ顔出せセンターへ！
あと8人。泣きを入れずにガンバロー！
秋の陣 笑顔で訪問
皆で拡大達成ガンバロー！
新しい力を加えて目標達成！
メリット含めた会話を増やし、地道な訪問行動を
超過5人目指せ!!
200人分会を目指そう
目指せ1群1人
600人分会を目指そう!!
全組合員との対話を実現しよう
めざせ270人分会!!
つながり強化で顔の見える事業所分会を!!
600人のイキイキ会を目指そう
楽しい企画で仲間を増やそう
コロナに負けず、分会青年部長選出目指そう

分会
大 山
仲 宿
大 谷 口
大谷口北
中 央
氷 川
若 木
志村坂上
前野中台
坂 下
蓮 根
舟渡高島
徳 丸
新 赤 塚
上赤成増
事 業 所
イキイキ会
女性の会
青 年 部

講師の森井じゅんさん
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板橋支部活動者会議板橋支部活動者会議

活
動
者
会
議
で
報
告

す
る
小
林
書
記
長

参加者で「団結がんばろう」を行いました

東京都豊島区西池袋5－22－15
※板橋〈3963〉5 3 2 5

電話 練馬〈3825〉5 5 2 2
北〈5390〉6 0 2 1
豊島〈3986〉2 4 7 1

発行人 代表者 川合 正人
発行日 1日、9日、17日、25日

東京土建一般労働組合
城北ブロック会議

発 行 所

定
価
30
円

（
購
読
料
は
組
合
費
の
中

に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

）
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被
爆
77
周
年
を
迎
え
た
広
島
で
8
月
4
〜
6
日
、
原
水
爆
禁
止
2
0
2
2
年
世
界

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
3
年
ぶ
り
と
な
っ
た
開
催
に
、
若

者
や
家
族
連
れ
の
姿
も
目
立
ち
ま
し
た
。
大
会
で
は
主
催
者
報
告
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危

機
に
乗
じ
た
核
使
用
や
抑
止
力
論
を
批
判
し
、
「
人
類
が
惨
禍
か
ら
免
れ
る
唯
一
の

保
証
は
核
兵
器
の
禁
止
・
廃
絶
し
か
な
い
」
と
し
ま
し
た
。
板
橋
支
部
か
ら
は
追
川

副
委
員
長
と
石
田
書
記
の
2
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
報
告
を
紹
介
し
ま
す
。

8
月
4
日
〜
6
日
の
3
日

間
、
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会

に
初
め
て
広
島
に
行
っ
て
参

り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
3
年
ぶ
り
の
大
会
参
加

者
は
、
板
橋
原
水
協
か
ら
13

名
、
東
京
土
建
板
橋
支
部
か

ら
は
2
名
の
参
加
で
し
た
。

初
日
は
東
京

駅
か
ら
新
幹
線

で
広
島
駅
へ
、

到
着
後
す
ぐ
市

電
に
乗
り
換
え

原
爆
ド
ー
ム
前

へ
移
動
し
て
大
会
会
場
の
グ

リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
総

会
と
国
際
会
議
に
参
加
し
ま

し
た
。
国
際
会
議
で
は
日
本

の
被
爆
者
や
韓
国
の
被
爆
者

か
ら
話
を
聞
き
ま
し
た
。

2
日
目
の
午
前
は
板
橋
区

議
の
岩
井
桐
子
さ
ん
の
説
明

を
聞
き
な
が
ら
、
数
々
の
遺

跡
、
碑
め
ぐ
り
57
か
所
あ
る

内
、
雨
が
降
り
出
し
た
た
め

13
か
所
ほ
ど
め
ぐ
り
ま
し

た
。
午
後
は
再
び
ア
リ
ー
ナ

で
テ
ー
マ
別
集
会
に
参
加

し
、
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
平
和
活
動
家
た
ち
が
考
え

て
い
る
こ
と
や
、
行
っ
て
い

る
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
対

し
、
軍
事
対
軍
事
で
は
な
い

国
連
憲
章
と
国
際
法
に
基
づ

く
解
決
を
求
め
る
内
外
の
取

り
組
み
を
学
び
ま
し
た
。
そ

し
て
、
夕
方
か
ら
平
和
記
念

資
料
館
を
見
学
し
ま
し
た
。

様
々
な
資
料
や
写
真
、
そ
れ

に
加
え
遺
品
も
展
示
さ
れ
て

お
り
、
原
爆
が
も
た
ら
す
当

時
の
悲
惨
な
状
況
を
感
じ
取

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
改

め
て
核
兵
器
の
恐
ろ
し
さ
、

戦
争
の
愚
か
さ
を
、
「
見
る

と
聞
く
」
と
で
は
大
違
い
だ

と
実
感
し
ま
し
た
。

3
日
目
は
板
橋
原
水
協
の

メ
ン
バ
ー
か
ら
平
和
記
念
式

典
の
会
場
に
は
入
れ
な
い
と

聞
き
、
や
む
な
く
ホ
テ
ル
の

テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
原
爆
投

下
の
8
時
15
分
に
黙
祷
を
し

ま
し
た
。
10
時
半
か
ら
ア
リ

ー
ナ
で
ヒ
ロ
シ
マ
デ
ー
集
会

に
参
加
、
国
内
・
海
外
か
ら

様
々
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
集
会
の

最
後
に
広
島
宣
言
を
採
択
し

て
、
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会

が
終
了
し
ま
し
た
。

世
界
で
唯
一
の
戦
争
被
爆

国
の
日
本
が
核
兵
器
禁
止
条

約
に
参
加
し
な
い
の
は
、
ど

う
考
え
て
も
お
か
し
い
と
思

い
ま
す
。
日
本
政
府
に
対
し

て
「
核
兵
器
禁
止
条
約
に
署

名
・
批
准
を
求
め
る
署
名
」

を
呼
び
か
け
、
草
の
根
か
ら

共
同
の
行
動
を
前
進
さ
せ
ま

し
ょ
う
。
最
後
に
私
の
大
会

参
加
に
関
わ
っ
た
、
全
て
の

皆
様
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

板橋支部から2人が参加、広島で行われた原
水爆禁止世界大会

8
月
21
日
、
労
働
学
校
の
第
1
講
、
2
講
を
板
橋
支

部
会
館
で
行
い
ま
し
た
。
15
人
の
受
講
者
は
憲
法
問
題

と
労
働
運
動
の
課
題
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

憲
法
と
法
律
の
違
い
、

憲
法
の
目
的
を
説
明

第
1
講
は
「
憲
法
と
建
設

労
働
運
動
」、講
師
は
弁
護
士

の
林
治
さ
ん
。
大
学
工
学
部

卒
業
後
、
オ
ー
ト
バ
イ
の
仕

事
に
就
職
、
退
職
後
、
司
法

試
験
を
受
験
し
、
弁
護
士
と

な
っ
た
経
歴
を
持
ち
ま
す
。

ま
ず
は
、
憲
法
と
法
律
の

違
い
、
憲
法
の
目
的
を
説

明
。
第
一
に
冷
静
な
時
に
多

数
意
見
や
時
の
権
力
者
に
よ

っ
て
も
奪
え
な
い
権
利
や
自

由
を
守
る
手
立
て
を
し
て
お

く
た
め
の
も
の
、
な
ぜ
な
ら

人
間
は
誤
り
を
犯
す
し
、
多

数
意
見
が
必
ず
し
も
、
正
し

い
と
は
限
ら
な
い
か
ら
。

第
二
に
憲
法
に
よ
り
権
力

行
使
に
歯
止
め
を
か
け
る
と

い
う
考
え
方
。
つ
ま
り
、
法

律
は
国
家
権
力
が
国
民
を
縛

る
も
の
だ
が
、
憲
法
と
は
国

民
が
国
家
権
力
を
縛
る
も

の
、
個
人
の
権
利
や
自
由
を

守
る
も
の

で
、
憲
法
が

人
権
規
定
ば

か
り
な
の

は
、
国
民
の

権
利
と
自
由

を
保
障
す
る

た
め
。

憲
法
を
守

る
義
務
を
負

っ
て
い
る
の

は
、
国
家
権

力
で
あ
り
、
国
民
で
は
な
い

と
言
う
事
で
す
。
憲
法
に
認

め
ら
れ
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
自

由
権
、
社
会
権
、
生
存
権
、

勤
労
権
、
労
働
基
本
権
な
ど

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

た
だ
、
私
が
一
番
興
味
を

惹
か
れ
た
の
は
、
司
法
試
験

に
合
格
し
た
人
が
、
ど
の
様

に
、
裁
判
官
、
検
事
、
弁
護

士
と
振
り
分
け
ら
れ
る
か
と

言
う
事
で
し
た
。

司
法
試
験
に
合
格
し
て
、

単
純
に
本
人
の
希
望
通
り

に
、
裁
判
官
、
検
事
、
弁
護

士
と
な
る
の
で
は
な
く
、
司

法
研
修
所
の
教
官
か
ら
選
ば

れ
る
形
で
裁
判
官
、
検
事
に

な
る
、
つ
ま
り
同
じ
よ
う
な

考
え
方
、
価
値
観
の
人
が
集

ま
る
と
言
う
事
で
し
た
。

コ
ロ
ナ
で
浮
か
び
上
が
っ

た
新
自
由
主
義
の
問
題

第
2
講
は
、
新
自
由
主
義

と
闘
う
「
世
界
と
日
本
の
労

働
運
動
」
そ
の
到
達
と
課

題
、
講
師
は
江
口
健
志
さ
ん

（
東
京
労
働
者
学
習
協
会
）。

コ
ロ
ナ
問
題
で
浮
か
び
上

が
っ
た
、
新
自
由
主
義
の
問

題
、
医
療
崩
壊
、
病
院
、
病

床
の
削
減
、保
健
所
の
半
減
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
雇
用
不
安
、

経
営
危
機
、
短
時
間
非
正
規

労
働
者
の
増
加
な
ど
、
自
己

責
任
型
社
会
の
問
題
点
を
指

摘
。新

自
由
主
義
に
よ
っ
て
、

上
が
ら
な
い
賃
金
、
リ
ス
ト

ラ
、
労
働
組
合
の
抑
圧
、
大

企
業
の
負
担
軽
減
、
大
企
業

の
内
部
留
保
の
増
加
、
低
所

得
者
層
の
増
加
、
そ
の
中
で

の
日
本
の
労
働
運
動
の
現
状

な
ど
の
説
明
の
後
、
東
京
土

建
の
地
域
に
根
差
し
、
土
建

国
保
を
軸
と
し
た
組
合
員
拡

大
は
他
の
組
合
組
織
の
追
従

を
許
さ
な
い
も
の
と
の
事
。

労
働
組
合
と
し
て
の
自
覚
を

持
ち
、
活
動
す
る
こ
と
が
基

本
で
あ
る
と
の
事
で
し
た
。

第
1
講
、第
2
講
、共
に
短

い
時
間
の
中
で
、
出
来
る
だ

け
多
く
の
事
を
講
義
し
た
い

と
言
う
気
持
ち
は
わ
か
り
ま

す
が
、た
と
え
、質
、量
が
少

な
く
と
も
、
出
来
る
だ
け
わ

か
り
や
す
く
、
簡
潔
に
し
て

い
た
だ
け
る
と
、
も
っ
と
身

に
つ
い
た
と
思
い
ま
し
た
。

【
舟
渡
高
島
分
会

内
田
恒

夫
】

今
回
、
初
め
て
原
水
禁
世

界
大
会
に
参
加
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
私
は
人
生
で
一
度

も
広
島
に
は
行
っ
た
こ
と
が

な
く
、
戦
争
・
原
爆
に
つ
い

て
も
学
生
時
代
の
教
科
書
で

学
ん
だ
知
識
し
か
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
2
0
2
2
年
原

水
爆
禁
止
世
界
大
会
（
広

島
）
に
参
加
し

て
改
め
て
戦
争

に
つ
い
て
学

び
、
考
え
る
い

い
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

初
日
は
、
原
水
爆
禁
止
世

界
大
会
開
会
総
会
に
参
加

し
、
実
際
に
被
爆
し
た
方
の

当
時
か
ら
今
現
在
に
至
る
話

を
聞
き
、
原
爆
投
下
は
77
年

前
の
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、

今
現
在
も
そ
の
爪
痕
を
広
島

の
人
々
に
残
し
、
決
し
て
過

去
の
話
で
終
わ
ら
せ
て
は
い

け
な
い
こ
と
だ
と
強
く
感
じ

ま
し
た
。

二
日
目
の
午
前
中
に
行
っ

た
碑
め
ぐ
り
で
は
、
原
爆
ド

ー
ム
・
平
和
記
念
公
園
・
相

生
橋
・
本
川
小
学
校
平
和
資

料
館
に
行
き
ま
し
た
。
平
和

公
園
の
中
に
は
様
々
な
慰
霊

碑
が
た
て
ら
れ
て
お
り
、
ガ

イ
ド
の
方
か
ら
詳
し
い
話
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

原
爆
ド
ー
ム
の
周
辺
に
は

た
く
さ
ん
の
人
が
原
爆
ド
ー

ム
を
眺
め
、
中
に
は
テ
レ
ビ

の
取
材
を
受
け
な
が
ら
涙
を

流
し
て
い
る
ご
年
配
の
方
も

い
ま
し
た
。
私
も
原
爆
ド
ー

ム
を
目
に
し
た
時
に
は
、
悲

し
み
か
、
怒
り
か
、
胸
の
奥

に
何
と
も
言
え
な
い
感
情
が

湧
き
ま
し
た
。

本
川
小
学
校
平
和
資
料
館

で
は
、
原
爆
投
下
に
よ
り
破

壊
さ
れ
残
っ
た
一
部
を
資
料

館
と
し
て
開
放
し
て
お
り
、

原
爆
に
よ
る
建
物
へ
の
被

害
、
幼
い
児
童
た
ち
が
一
瞬

に
し
て
無
残
に
も
亡
く
な
っ

た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
未

来
あ
る
幼
い
児
童
の
命
を
奪

っ
た
こ
と
も
許
せ
な
い
こ
と

で
す
が
、
原
爆
投
下
は
、
広

島
で
普
通
に
生
活
を
し
て
い

た
人
を
使
っ
た
﹇
人
体
実

験
﹈
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る

と
怒
り
が
込
み
上
げ
て
き
ま

す
。
こ
の
事
実
は
多
く
の
人

た
ち
へ
伝
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し

た
。最

後
に
、
東
京
土
建
に
入

っ
て
い
な
け
れ
ば
こ
の
よ
う

な
機
会
を
頂
く
こ
と
は
な
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。
戦
争
・

原
爆
と
い
う
も
の
が
ど
れ
程

残
酷
で
悲
惨
な
も
の
な
の
か

を
知
る
貴
重
な
経
験
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昨

今
、
日
本
の
情
勢
で
は
戦
争

の
で
き
る
国
へ
向
か
っ
て
い

る
と
感
じ
ま
す
。
世
界
で
は

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

へ
の
侵
攻
が
続
い
て
い
ま

す
。
私
は
声
を
大
に
し
て
戦

争
反
対
と
言
い
た
い
で
す
。

悲
し
み
や
恨
み
し
か
生
ま
れ

な
い
争
い
は
、
な
く
さ
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
強
く
感
じ

て
い
ま
す
。
私
を
含
め
、
今

の
10
代
・
20
代
の
人
が
被
爆

者
か
ら
直
接
話
を
聞
け
る
最

後
の
世
代
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
先
の
未
来

へ
、
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
と

し
て
世
界
に
伝
え
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
事
が
あ
る

と
思
い
ま
し
た
。
来
年
は
長

崎
で
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
参
加
す
る
機
会
が

あ
れ
ば
ぜ
ひ
参
加
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

第1講の講師の林治弁護士

世
界
に
伝
え
て
い
く

世
界
に
伝
え
て
い
く

書
記

石
田

柊
真

書
記

石
田

柊
真

核
兵
器
の
恐
ろ
し
さ
を

核
兵
器
の
恐
ろ
し
さ
を
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副
委
員
長

追
川

春
夫

副
委
員
長

追
川

春
夫

原水爆禁止２０２２年世界大会原水爆禁止２０２２年世界大会

労
働
学
校
で
学
習

労
働
学
校
で
学
習

労
働
組
合
と
し
て
の
自
覚
を

労
働
組
合
と
し
て
の
自
覚
を
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9
月
6
日
、
板
橋
区
立
文

化
会
館
大
会
議
室
で
「
熟
年

の
つ
ど
い
」を
開
き
ま
し
た
。

高
齢
組
合
員
の
健
康
増
進

と
健
診
受
診
率
向
上
を
目
的

に
開
催
。
参
加
者
は
76
人
、

皆
さ
ん
東
京
土
建
の
活
動
に

従
事
さ
れ
た
ベ
テ
ラ
ン
の
方

々
で
す
。

山
本
委
員
長
の
主
催
者
あ

い
さ
つ
、
嵐
田
イ
キ
イ
キ
会

会
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
須

賀
副
委
員
長
か
ら
支
部
役
員

・
書
記
局
の
メ
ン
バ
ー
の
紹

介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
高
齢
者
に
も
で
き

る
簡
単
な
健
康
促
進
の
体
操

教
室
を
行
い
ま
し
た
。
講
師

は
石
川
正
士
（
新
日
本
ス
ポ

ー
ツ
連
盟
神
奈
川
県
連
盟
）

さ
ん
。

参
加
者
は
石
川
さ
ん
の
指

導
の
も
と
、
手
や
首
な
ど
を

動
か
し
て
体
操
。
ひ
と
り
じ

ゃ
ん
け
ん
や
、
じ
ゃ
ん
け
ん

ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
、
「
脳
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
」を
し
ま
し
た
。

質
疑
応
答
の
あ
と
、
藤
代

副
委
員
長
・
社
会
保
障
対
策

部
長
が
閉
会
あ
い
さ
つ
。「
団

結
が
ん
ば
ろ
う
」
を
行
い
、

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。
参
加

者
は
お
弁
当
の
お
土
産
を
手

に
、
家
路
に
つ
き
ま
し
た
。

◇

◇

良
い
脳
ト
レ
に

石
川
先
生
の
指
導
で
高
齢

者
向
き
の
簡
単
な
体
操
を
し

ま
し
た
。
指
先
か
ら
足
首
ま

で
動
か
し
た
り
し
ま
し
た

が
、
「
痛
い
痛
い
」
と
あ
っ

ち
こ
っ
ち
で
悲
鳴
が
聞
こ
え

て
き
ま
し
た
。
私
が
難
し
か

っ
た
の
は
自
分
の
両
手
で
の

ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
し
た
。
片
方

が
負
け
る
よ
う
に
意
識
し
て

早
く
や
る
の
は
結
構
間
違
え

ま
す
。
良
い
運
動
、
良
い
脳

ト
レ
に
な
り
ま
し
た
。

【
大
谷
口
分
会

岩
井
小
夜

子
】

早
い
も
の
で
東
京
土
建
シ

ニ
ア
友
の
会
も
結
成
20
周

年
。
�
成
人
式
�
を
迎
え
、

「
結
成
20
周
年
を
記
念
す
る

つ
ど
い
」
が
8
月
23
日
、
日

本
教
育
会
館
一
ツ
橋
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
全
体
で

2
1
7
人
、
板
橋
支
部
か
ら

11
人
参
加
し
ま
し
た
。

記
念
講
演
は
「
Ｔ
Ｂ
Ｓ

報
道
特
集
」
で
キ
ャ
ス
タ
ー

の
金
平
茂
紀
さ
ん
。
「
分
岐

点
と
し
て
の
2
0
2
2
年
」

と
題
し
て
写
真

を
見
な
が
ら
50

年
前
の
日
本
を

振
り
返
り
、
安

部
元
首
相
銃
撃

・
殺
害
事
件
や

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
の
あ
っ
た
今

年
は
歴
史
の
切

断
点
、
前
と
後

ろ
で
社
会
が
変

わ
る
、
政
治
と

カ
ル
ト
教
団
の
癒
着
、
こ
れ

も
「
戦
場
」
、
し
っ
か
り
し

た
目
で
社
会
を
見
て
い
こ
う

と
の
こ
と
。

そ
の
後
、
基
調
報
告
な
ど

が
あ
り
、
前
進
座
の
余
興
を

楽
し
み
、
集
い
は
終
了
。

シ
ニ
ア
友
の
会
・
イ
キ
イ

キ
会
は
「
い
つ
で
も
元
気
で

楽
し
く
交
流
・
ジ
ー
さ
ん
の

持
力
、
バ
ー
さ
ん
の
馬
力
」

を
合
言
葉
に
活
動
を
続
け
て

行
き
ま
す
。

【
イ
キ
イ
キ
会
副
会
長

島

田
多
鶴
子
】

「ひとりじゃんけん」をする参加者

講
師
の
金
平
茂
紀
さ
ん

前進座のみなさん

次
の
5
つ
の
工
事
を
一
括

工
事
と
し
て
入
札
を
行
い
ま

す①
塗
装
工
事
（
外
気
に
接
す

る
鉄
部
）

②
バ
ル
コ
ニ
ー
等
の
防
水
工

事③
下
地
の
補
修
工
事

④
打
ち
目
地
・
シ
ー
リ
ン
グ

工
事

⑤
洗
浄
工
事

条
件
…
①
請
け
負
う
業
者

は
組
合
員
で
あ
る
こ
と

②
下
請
け
業
者
に
つ
い
て
も

組
合
員
で
あ
る
こ
と

募
集
…
希
望
す
る
業
者
は

10
月
末
ま
で
に
支
部
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い

東京土建板橋支部では、仲間の要望に応えて「石綿特別教育」
を板橋支部会館で開催します。お申し込みはお早めにお願いし
ます。

【日 時】１１月２０日（日）午後１時～午後６時
【場 所】板橋支部会館
【受講資格】１８歳以上の東京土建の組合員
【受 講 料】４，５００円
最終締め切りは11月4日（金）

申し込み・問い合わせは☎03―3963―5325

賞 品 ご当地カレー2食分 10名
クオカード500円分 10名

応募期間 2022年10月31日（月）まで

①「LINE」を開き、左下の「ホーム」を選択
②右上の「友達追加」を選択

③「QRコード」を選択
④カメラで表面の「QRコード」を読み取る
⑤「追加」を選択して友達登録完了！
⑥LINEのトーク画面に必要事項（氏名、フリガナ、ご連絡先）を送信
でキャンペーン（下記詳細）への応募が完了！

墜落および転落による災害防止をより促進するために、
一定の作業においてはフルハーネス型墜落制止用器具を使
用しなければならなくなりました。あわせて特別教育の受
講も義務付けられました。
仲間の要望に応えて板橋支部会館でフルハーネス特別教

育を開催します。この機会に受講しましょう。
【日 時】10月23日（日）午前9時～午後4時30分
【場 所】板橋支部会館
【受講資格】18歳以上の東京土建組合員
【受 講 料】8，000円
締め切りは10月5日（水）
お申し込み・問い合わせは☎03―3963―5325

東京土建では組合員に役立つ多くの制度があり、時期に応じて様々な
催しや組合員のための活動を行っております。定期的に役立つ情報を発
信していきます。

10
月
2
日
（
日
）
午
後
2

時
か
ら
支
部
会
館
で
従
事
者

会
議
を
行
い
ま
す
。

ゼ
ネ
コ
ン
・
住
宅
企
業
・

パ
ワ
ー
ビ
ル
ダ
ー
の
下
請
け

で
働
く
仲
間
の
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。
地
場
の
ゼ
ネ
コ

ン
で
働
く
仲
間
・
公
共
工
事

の
現
場
で
働
く
仲
間
も
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

講習とは別に、組合でフルハーネス購入あっ
せんを組合員価格で行っています。 ゼネコン・住宅企業など

の現場の声を

熟
年
の
つ
ど
い

企業従事者会議

東京土建板橋支部 LINE公式アカウント 登録方法

石綿特別教育を開催します石綿特別教育を開催します

LLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIINNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEE友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録キキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン 実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中

健
康
促
進
の
簡
単
体
操

金平茂紀さんの講演と前進座の余興で

フルハーネス特別教育
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この機会に受講しましょう

組合で購入あっせんもしています

板橋支部会館で開催

シニア友の会

支
部
会
館

修
繕
工
事
入
札
業
者
の
募
集

支
部
会
館

修
繕
工
事
入
札
業
者
の
募
集
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田
ん
ぼ
ダ
ム
と
い
う
言
葉

を
聞
い
た
こ
と
は
あ
る
で
し

ょ
う
か
？

こ
こ
近
年
、
気
候
変
動
の

影
響
に
よ
り
ゲ
リ
ラ
豪
雨
や

線
状
降
水
帯
が
頻
発
し
、
大

雨
に
よ
る
川
の
氾
濫
や
家
屋

の
浸
水
な
ど
が
増
え
て
き
て

い
ま
す
。

今
ま
で
は
、
ダ
ム
や
河
川

工
事
な
ど
の
治
水
工
事
で
水

害
を
抑
え
て
き
た
よ
う
で
す

が
、
近
年
で
は
そ
れ
だ
け
で

は
抑
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
雨

が
降
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。そ

こ
で
、
田
ん
ぼ
の
貯
水

力
を
活
か
し
て
雨
水
を
一
時

的
に
田
ん
ぼ
に
貯
水
し
、
雨

水
が
一
気
に
河
川
に
流
れ
込

ま
な
い
よ
う
に
す
る
、
と
い

う
の
が
田
ん
ぼ
ダ
ム
の
考
え

の
よ
う
で
す
。

も
と
も
と
田
ん
ぼ
は
、
水

が
貯
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

と
て
も
合
理
的
だ
と
思
い
ま

す
。方

法
と
し
て
は
、
写
真
の

よ
う
な
道
具
を
使
い
、
排
水

口
の
高
さ
を
高
く
し
、
ジ
ョ

ウ
ゴ
の
よ
う
な
物
で
排
水
口

を
つ
ぼ
め
る
。

そ
う
す
る
と
排

水
量
が
抑
制
さ

れ
、
自
然
と
田

ん
ぼ
に
水
が
貯

ま
る
仕
組
み
で

す
。
そ
ん
な
に

大
き
な
工
事
を

し
な
く
て
も
で

き
る
こ
と
も
良

い
と
思
い
ま

す
。

日時：11月6日（日）
集合・出発：
朝7時00分集合 高島平駅南口（7時30分発）
朝7時00分集合 大山長寿医療センター（7時30分発）

参加資格：子育て中の組合員および同居の配偶者と子ども
会費（昼食代含む）：
大人（高校生以上）5000円
子ども（中学生以下）3000円
＊3歳未満無料
＊子どもには楽しいお菓子、ビンゴゲーム付です

締め切り：10月21日
（10／22以降はキャンセル料がかかります）

※昼食での飲み物は飲み放題（アルコール・ノンアルコ
ール）付きです

日
時
：
2
0
2
2
年
10
月
9

日
（
日
）

午
後
1
時
〜
4
時
ま
で

場
所
：
Ｆ
1
リ
ゾ
ー
ト
秩
父

締
め
切
り
：
9
月
26
日（
月
）

☆
参
加
対
象
：
49
才
以
下
の

組
合
員

※
お
子
さ
ん
連
れ
の
ご
参
加

は
不
可
と
し
ま
す

☆
参
加
費
：
1
人

1
0
0

0
円

☆
現
地
集
合
・
現
地
解
散
で

行
い
ま
す
。
※
集
合
時
間
は

12
時
45
分
で
す

住
所
：
埼
玉
県
秩
父
市
久
那

6
3
7
―
2
秩
父
ミ
ュ
ー
ズ

パ
ー
ク
ス
ポ
ー
ツ
の
森
内

☆
参
加
者
上
位
に
は
豪
華
景

品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

☆
持
ち
物
は
運
動
し
や
す
い

服
装
と
グ
ロ
ー
ブ
（
な
け
れ

ば
軍
手
を
お
貸
し
し
ま
す
）

お
申
し
込
み
は
、
お
問
い
合

わ
せ
は
東
京
土
建
板
橋
支
部

☎
3
9
6
3
―
5
3
2
5

求
人

○
塗
装
工

社
員
等
3
人
以

上
／
㈱
猪
俣
興
業
／
猪
俣
吉

城
・
中
台
分
会
☎
0
8
0
―

5
6
8
6
―
3
8
7
5
／
経

験
不
問

○
建
築
施
工
管
理
技
士
・
電

気
工
事
現
場
管
理

社
員
等

2
人
／
㈱
ハ
タ
未
来
デ
ザ
イ

ン
研
究
所
／
幡
鎌
秀
一
・
前

野
中
台
分
会
☎
0
8
0
―
5

5
7
6
―
4
4
7
3
／
有
資

格
者

※
求
人
・
求
職
の
掲
載
の
お

申
し
込
み
は
支
部
事
務
所
☎

0
3
―
3
9
6
3
―
5
3
2

5
ま
で
。

2022年11月27日（日）
【申込締切】11月11日（金）
【実施場所】高島平診療所（定員60名）

2022年10月30日（日）
【申込締切】10月14日（金）
【実施場所】坂下診療所（定員50名）

気になる女性ならではの病気。乳がん・子宮がん…この機会に受診しましょう
【内容】基本健診、乳がん検診（エコー）、子宮頸
がん検診、大腸がん検診、腹部エコー ※オプショ
ンのみの受診はできません。

【日時】11月12日（土） 8：30～10：45
【場所】板橋支部会館

※日曜健診は午前のみの受付となります。午後はお申込みできませんのでご注意ください。
※オプション健診は有料です。申込時に費用を組合へ納入下さい。分会経由で納入する場合は群会議でお支払いください。

※日曜健診は予約制です。必ず組合へお申し込みください。
問い合わせ先／東京土建板橋支部 TEL０３-３９６３-５３２５

⑧
前立腺がん

1，000円

50歳以上の土建
国保加入者は無
料

⑦
大腸がん

1，000円

40歳以上の土建
国保加入者
基本に含む

⑥
有機溶剤

（キシレン・ト
ルエン・エチル
ベンゼン選択）

1，000円

⑤
じん肺

1，000円

④
骨粗鬆症

2，000円

③
胃がん

（バリウム）

3，000円

50歳以上の土建
国保加入者
無料

②
胃がん

（カメラ）
平日のみ

8，000円

50歳以上の土建
国保加入者
3000円

①
基本健診

無料

項目

費用

日 程 表
2022年10月

機関会議

中執
書記局会議…事務所閉まります 四役・常任
執行委員会

発送

書記局会議2時～ 事務所閉まります
拡大推進委員会

共済審査

拡大分会長会議

組合活動

日曜行動

日曜行動

納入日

本部報告 訪問行動

訪問行動

訪問行動

土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28

「市原ぞうの国」「東京ドイツ村」で
BBQとみかん狩り・イルミネーション

親子で行こう！楽しもう！
東京土建板橋支部 後継者対策部 主催

治
水
対
策

田
ん
ぼ
ダ
ム

日曜健康診断のご案内

女性健診のご案内

東
京
土
建
板
橋
支
部

後
継
者
対
策
部
主
催

ガ
チ
ン
コ
・
ゴ
ー
カ
ー
ト
大
会

板
橋
支
部
後
継
者

対
策
部
に
よ
る
新

企
画

車
の
運
転
な
ら
お

手
の
物
、
建
設
職

人
に
よ
る
ゴ
ー
カ

ー
ト
大
会

訪
問
行
動
1
日

お
き
た
ま
だ
よ
り

お
き
た
ま
だ
よ
り


